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WSIS Forumとは
➢2005年の「チュニス・アジェンダ」に基づき、情報通信

基盤の整備やキャパシティ・ビルディング、情報通信技術
（ICTs）の利用における信頼とセキュリティの醸成を含む
11のWSISアクション・ラインの実施に関する進捗状況を
議論するため、毎年1回開催されてきた国際会議

➢国際電気通信連合（ITU）、国連教育科学文化機関
（UNESCO）、国連貿易開発会議（UNCTAD）、国連開発
計画（UNDP）が共催し、他の多くの国連機関と連携

➢世界各国の政府や国際機関関係者のみならず、民間
セクター、アカデミア、市民社会の人々が一堂に会し、
WSISアクション・ラインの実施に関し議論
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http://www.itu.int/net/wsis/docs2/tunis/off/6rev1.html


WSIS Forum 2016
（国際電気通信連合（ITU）本部：Tower Building）

（国際電気通信連合（ITU）本部：
Montbrillant Building） ジュネーブ国際会議センター（CICG）
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WSIS Forum 2016：開催概要（１）

➢開催期間：2016年5月2日（月）～6日（金）

➢開催地：スイス・ジュネーブ

（国際電気通信連合（ITU）本部，

ジュネーブ国際会議センター（CICG））

➢議長：Daniel A. Sepulveda大使（米国国務省）

（*今年の日米インターネット・エコノミー対話にも出席）

➢セッション：150を超えるセッション

➢参加者：1,800（150カ国）以上の登録

➢トンガの首相を含む多くのハイレベルが参加
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http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin08_02000065.html


WSIS Forum 2016：開催概要（２）

➢全体的なテーマ：「持続可能な開発目標（SDGs）」に焦点

“WSIS Action Lines: Supporting the Implementation of SDGs”

➢14のテーマに関する16のハイレベル・ポリシー・セッションが開

催（5月3日（火）～4日（水））

➢アジェンダ：

https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/Agenda/

➢「成果（Outcomes）」：

https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/Outcomes/
（*成果については、「開発のための科学技術委員会（CSTD）」、国連総会、ITU
理事会に提出される予定との事。） 5

http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=A/70/L.1
https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/Agenda/
https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/Outcomes/


WSIS Forum 2016：特徴

➢「持続可能な開発のための2030アジェンダ」（2015年9月）、およ
び「WSIS+10国連総会ハイレベル会合」（2015年12月）後最初の
フォーラム

➢ICTsが「持続可能な開発目標（SDGs）」の実施において果たす
役割に特に焦点

➢日本（総務省）は、2014年の「WSIS+10 High-Level Event」お
よび2015年の「WSIS Forum 2015」に引き続いて、今年もPartner 
for Specific Activities
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http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=A/70/L.1
https://publicadministration.un.org/wsis10/


WSIS Forum 2016：参加状況

➢日本からの参加

総務省・阪本総審他2名、Yahoo! JAPANからは2名

➢民間セクターからの参加

国際商工会議所（ICC/BASIS）や世界経済フォーラム（WEF）の他、個

別企業としては、Microsoft、Google、CISCO Systems、Qualcomm、

Nokia、Accenture、GSMA、JP Morgan Chase、Deutsche Telekom、

Systemics PAB LTD、VimpelCom、World VR Forum等

➢技術コミュニティからの参加

ICANN、ISOC、IEEE、W3C等の主要なインターネット団体
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WSIS Forum 2016：会場の様子

©ITU/I.Wood

©ITU/R.Farrell

©ITU/I.Wood
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WSIS Forum 2016:
Yahoo! JAPANのワークショップ参加

➢ Yahoo! JAPANは、 5月2日（月）のワークショップ「WSIS+10 and Beyond: 
Where do we Stand in Africa? What are the Main Challenging Issues and 
Proposals for Implementation?」にパネリストとして参加

➢ワークショップは、「情報社会に関するアフリカ市民社会（ACSIS）」が主催。アフリ
カにおけるWSIS成果や持続可能な開発目標（SDGs）の実施に向けた主要な課題、
そしてそれを解決するための提案が議論

➢他のパネリスト：

・Houlin Zhao・ITU事務総局長

・Tahani Abdalla Attia・科学通信大臣（スーダン）

・Moustapha Mamy Diaby・郵便電気通信デジタル経済大臣（ギニア）

・Sheriff Bojang・情報通信基盤大臣（ガンビア）

・Anne-Rachel Inne ・Vice-President for Government Engagement, ICANN
・Jean-Louis Fullsack・President for Centre d‘Etudes de la Synergie Inter-. 
Réseaux（CESIR） 等 9

https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/Agenda/Session/140


WSIS Forum 2016:
Yahoo! JAPANのワークショップ参加

➢Yahoo! JAPANからは、主に下記の内容についてステートメントを行った。

・情報の自由な流通とマルチステークホルダー・アプローチの重要性

・オンライン・プラットフォームを例に挙げつつ、情報通信技術（ICTs）がア

フリカにおけるさまざまな問題を解決しうること

・違法有害情報の問題とセーファーインターネット協会（SIA）の取り組み

➢4月29日から30日にかけて、香川県高松市においてG7情報通信大臣会合

が開催され、成果文書である「憲章」と「共同宣言」が採択されたことについて
は、ITUのZhao事務総局長が言及したこと、Yahoo! JAPANがステートメント
を開始した時点で既にワークショップの終了時刻を経過していたため省略。
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http://www.soumu.go.jp/main_content/000416957.pdf
http://www.soumu.go.jp/main_content/000416959.pdf


WSIS Forum 2016:
Yahoo! JAPANのワークショップ参加
➢ワークショップの様子（©ITU/I.Wood）
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WSIS Forum 2016:
Yahoo! JAPANが参加したその他のセッション

（１）ワークショップ、セッション

・Engaging Digital Actors, Fostering Effective Digital Policy and Monitoring Digital Governance

・Establish an Inclusive, Shared and Open Information Environment, Ensure All Enjoy Information Civilization

・Action Line C5 (Building Confidence and Security in the Use of ICTs) - National Cybersecurity Strategies for Sustainable 
Development

・Global Connect Initiative

・Action Line C7 (E-environment) - Early Warning Systems for Disaster Risk Reduction 等

（２）ハイレベル・ポリシー・セッション

・Knowledge Societies, Capacity Building and eLearning

・Inclusiveness – Access to Information and Knowledge for All

・ICT Applications and Services

・Digital Economy and Trade

・Bridging Digital Divides 等

※詳細については、Yahoo! JAPAN政策企画ブログ（http://publicpolicy.yahoo.co.jp/）（前編・後編）参照

©ITU/D.Woldu
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http://publicpolicy.yahoo.co.jp/


WSIS Forum 2016：総括

➢前述のように、今回のWSISフォーラムは、「持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」（2015年9月）および「WSIS+10国連総会ハイレベ
ル会合」（2015年12月）後最初のフォーラムということで力が入ってい
るように感じ、情報通信技術（ICTs）が「持続可能な開発目標
（SDGs）」の実施において果たす役割に特に焦点を当てて、さまざま
な会合やネットワーキング・イベントが開催

➢開発途上国からの参加が際立っており、ネットワーキングの機会も
多く設けられていたことから、先進国の各ステークホルダーや国際機
関関係者と、開発途上国からの参加者との「顔合わせ」のような印象
を強く実感

➢他方、一部の関係者からは、過去長年にわたって議論が続けられ
ているにもかかわらず、議論の成果が実行に移されていないとの見方

インターネット・ガバナンス分野におけるネットワーキングの場として有用
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WSIS Forum 2016：ご参考

➢WSIS Forum 2016公式ホームページ

https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/

➢WSIS Forum 2016 ITU Pictures (flickr）

https://www.flickr.com/photos/itupictures/collections/72157665388399943/

➢Yahoo! JAPAN政策企画ブログ

http://publicpolicy.yahoo.co.jp/2016/05/1315.html （前編）

http://publicpolicy.yahoo.co.jp/2016/05/2015.html （後編）
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https://www.itu.int/net4/wsis/forum/2016/
https://www.flickr.com/photos/itupictures/collections/72157665388399943/
http://publicpolicy.yahoo.co.jp/2016/05/1315.html
http://publicpolicy.yahoo.co.jp/2016/05/2015.html
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